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研究業績 

【研究代表者】 

１．文部科学省科学研究費補助金（平成 15-17 年度） 

難治性婦人科癌における血管新生と分子標的治療 

（研究課題番号 15591787） 代表 一般研究 C 

２．文部科学省科学研究費補助金（平成 18-20 年度） 

婦人科癌における遺伝子多型解析 

（研究課題番号 18591851） 代表 一般研究 C 

３．大阪府がん予防対策基金（平成 19 年度） 

婦人科癌における遺伝子多型解析 代表 大阪府がん対策事業 

【研究分担者】 

１．文部科学省科学研究費補助金（平成 3-4 年度） 

子宮頚癌細胞の浸潤・増殖能に関する基礎的研究 

（研究課題番号 03670801） 分担（代表者：植木 實） 一般研究 C 

２．文部科学省科学研究費補助金（平成 10-11 年度） 

腹膜原発漿液性腺癌および卵巣癌の発育進展におけるアポトーシスと腫瘍内血管新生 

（研究課題番号 10671575） 分担（代表者：植木 實） 一般研究 C 

３．厚生労働科学研究費補助金（平成 14-18 年度） 

子宮体がんに対する標準的化学療法の確立に関する研究 

（研究課題番号 がん臨床-36） 分担（代表者：青木大輔） がん臨床研究事業 

４．厚生労働科学研究費補助金（平成 15-18 年度） 

子宮頚癌術後リンパ節転移に対する治療法適正化の研究 

（研究課題番号 がん臨床-17） 分担（代表者：伊東久夫） がん臨床研究事業 

５．大阪府がん予防対策基金（平成 20 年度） 

HPV 検査 Hybrid Capture-2 (HC-2)法におけるハイリスク陽性症例の子宮頚部細胞診所見 

分担（代表者：田路英作） 大阪府がん対策事業 
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